


額譲
市の人口

6
月
定
例
市
議
会
は
、
日
日
招
集
さ
れ
、
会
期
を
八
日
間
と

し
て
聞
か
れ
、
何
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
刊
年
度
魚
津
市

水
道
会
計
補
正
予
算
な
ど
+
四
議
案
が
審
議
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

四
市
議
表
彰
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開
会
の
日
日
に
は
、

審
議
に
先
き
だ
ち
吉
井

議
長
か
ら
、
全
国
市
議

会
議
長
会
表
彰
規
程
に
よ
る
十
年
勤
続

議
員
四
氏
の
表
彰
状
伝
達
が
あ
り
、
続

い
て
清
河
市
長
か
ら
合
併
以
来
の
ぴ
な

や
ん
で
い
た
市
の
人
口
が
、

5
月
末
現

在
で
、
待
望
の
四
万
八
千
人
を
突
破
し
、

市
民
と
と
も
に
市
勢
の
発
展
を
よ
ろ
こ

ぶ
旨
の
報
告
が
あ
り
、
十
四
議
案
に
つ

い
て
提
案
理
由
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

日
・
口
日
は
休
会
し
、
同
日
に
は
代

表
、

一
般
質
問
が
あ
り
各
議
案
は
各
常

任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

n
日
に
再
会
さ
れ
た
市
議
会
で
は
一

議
案
が
追
加
提
案
さ
れ
十
五
議
案
の
う

ち
一
議
案
が
受
理
さ
れ
十
四
議
案
は
す

べ
て
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
議
案

-
一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算
で
は
、
一
億
三

千
九
百
九
千
九
万
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
の
予
算
総
額
を
三
十
三
億
一

千
八
百
九
万
円
と
す
る
も
の
で
、
そ

の
主
な
も
の
は
、
総
務
費
で
は
市
庁

舎
西
側
の
壁
タ
イ
ル
の
補
修
、
暴
力

追
放
モ
デ
ル
地
区
の
設
定
、
防
犯
灯

の
新
設
費
な
ど
で
、
民
生
費
で
は
野

方
保
育
園
の
定
員
百
二
十
人
に
変
更

の
経
費
一
千
二
百
七
十
六
万
円
、
老

人
身
障
者
家
庭
奉
仕
員
の
補
助
単
価

ア
ッ
プ
に
よ
る
経
費
・
母
子
通
園
施

設
事
業
費
な
ど
が
計
上
さ
れ
て
い
ま

す
。衛

生
費
で
は
、
川
と
海
岸
を
き
れ

い
に
す
る
運
動
事
業
費

・
下
椿
不
燃

物
投
棄
揚
の
整
備
費
が
計
上
さ
れ
、

農
林
水
産
費
で
は
、
経
団
漁
港
建
設

事
業
費
八
百
万
円
・
公
社
公
団
の
造

林
受
託
事
業
費
三
千
二
百
十
万
三

千
円
・
大
菅
沼
地
区
ほ
場
整
備
事
業

費
な
ど
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
土

木
賀
で
は
市
道
の
新
設
改
良
事
業
費

二
千
万
円
補
助
事
業
認
承
額
の
増
額

に
伴
う
経
費
一
千
五
百
十
三
万
七
千

円
と
都
市
再
開
発
事
業
調
査
費
三
百

万
五
千
円
が
計
上
さ
れ
、
教
育
費
で

は
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
環
境
整

備
と
管
理
棟
の
施
設
整
備
費
一
千
九

十
万
四
千
円
・
陸
上
競
技
場
第
三
種

?
5
月

末

現

在

l÷

公
認
グ
ラ
ン
ド
更
新
申
請
に
伴
う
整

備
費
三
百
万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

災
害
復
旧
費
に
つ
い
て
は
、

ω年

発
生
農
林
災
害
復
旧
費
九
百
九
十
九

万
七
千
円
を
計
上
し
、
諸
支
出
金
に

つ
い
て
は
幻
年
度
国
庫
返
納
金
二
十

九
万
円
が
計
上
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
財

源
と
し
て
、
繰
越
金
・
市
税
・
そ
の

他
国
県
支
出
金
・
分
担
金
・
使
用
料

等
が
充
当
さ
れ
て
い
ま
す
。

-
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

収
益
的
収
支
に
お
い
て
は
、
収
入
五

百
九
十
七
万
円
、
支
出
五
百
七
十
一

万
円
を
追
加
す
る
も
の
で
、
配
給
水

管
の
移
設

・
道
路
復
旧
工
事
等
の
費

用
と
な
っ
て
い
ま
す
。
資
本
的
収
支

に
お
い
て
は
、
企
業
償
五
百
万
円
の

収
入
を
予
定
し
、
支
出
で
は
拡
張
事

業
費
五
百
万
円
、
水
源
し
ゅ
ん
せ
つ

工
事
費
等
百
五
万
円
を
追
加
し
、
収

入
が
支
出
に
不
足
す
る
百
五
万
円
に

つ
い
て
は
建
設
改
良
積
立
金
を
充
て

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

-
魚
津
市
市
民
研
修
セ
ン
タ
ー
の
設
置

及
び
管
理
に
管
す
る
条
例
の
設
定
に

つ
い
て

-
魚
津
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

設
定
に
つ
い
て

-
魚
津
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
設
定
に

つ
い
て

-
魚
津
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
設
定
に
つ
い

て
-
魚
津
市
地
域
下
水
道
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
設
定
に
つ
い
て

-
魚
津
市
地
域
下
水
道
事
業
介
担
金
条

例
の
設
定
に
つ
い
て

・
魚
津
市
下
水
道
条
例
を
廃
止
す
る
条

例
の
設
定
に
つ
い
て

忍
，
け
E

貝

受
識
を
各
達
の
伝
井
の
吉
;・
彰
川
表
石
で
・
会
尾
議
中
市
・
例
島

{
疋
{
昌

同

v
-
魚
津
市
下
水
道
事
業
分
担
金
条
例
を

廃
止
す
る
条
例
の
設
定
に
つ
い
て

-
富
山
県
市
町
村
会
館
管
理
組
合
の
設

置
に
つ
い
て

・
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

・
公
有
水
面
埋
立
に
つ
い
て

-
昭
和
M

何
年
度
魚
津
市
開
発
公
社
の
事

業
報
告
及
び
決
算
書
の
提
出
に
つ
い

て

公
布
さ
れ
た
条
例
規
則
と
告
示

(
6
月
8
日

i
n日
ま
で
の
も
の
)

O
魚
津
市
市
民
研
修
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

O
魚
津
市
特
別
職
の
職
員
て
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

O
魚
津
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

O
魚
津
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

。
魚
津
市
地
域
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

O
魚
津
市
地
域
下
水
道
事
業
分
担
金
条
例

O
魚
津
市
下
水
道
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

O
魚
津
市
下
水
道
事
業
分
担
金
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

O
魚
津
市
特
別
職
の
職
員
て
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

O
魚
津
市
市
民
研
修
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
に
関
す
る
規
則

O
魚
津
市
単
純
労
務
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

O
魚
津
市
地
域
下
水
道
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

O
魚
津
市
議
会
定
例
会
の
招
集
に
つ
い
て

O
就
業
構
造
基
本
調
査
調
査
員
調
査
区
調
査
番
号
等
の
告
示

。
予
算
の
公
表
に
つ
い
て

2 
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48年度下半期一

業の業務状況

水
道
局
で
は
、

「
魚
津
市
水
道
事
業

の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
」
第
7
条
の

規
定
に
よ
り
、
昭
和
必
年
度
下
半
期
(

叩
月

1
日
1

3
月
白
日
)
の
業
務
の
状

況
と
、
昭
和
的
年
度
予
算
の
概
要
を
次

の
と
お
り
公
表
し
ま
し
た
。

一
、
業
務
の
状
況
に
つ
い
て

3
月
末
に
お
け
る
給
水
戸
数
は
六

三
六
五
戸
で
、
給
水
人
口
で
は
二
九
、

五
三
七
人
に
な
り
ま
し
た
。
給
水
人
口

は
予
定
ど
お
り
の
増
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
期
聞
の
総
配
水
量

(
水

源
地
か
ら
送
ら
れ
た
水
量
)
は
、

二
一

九
万
立
方
灯
、
有
収
水
量

(
家
庭
な
ど

に
給
水
さ
れ
た
水
量
)
は
、
八
九
万
立

方
灯
と
な
り
、
有
収
率
(
有
収
水
量
を

総
配
水
量
で
除
し
た
割
合
)
は
的
%
と

い
う
、
当
市
で
は
過
去
の
最
高
の
率
と

な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
平
素
か
ら
洩
水
修
理
を
徹
底

し
て
実
施
し
た
結
果
に
よ
る
も
の
で
、

こ
の
よ
う
に
し
て
、

二
斗
方
い川
当
り
の

給
水
原
価
は
必
円
日
銭
、
供
給
価
格
は

お
円
引
銭
と
な
り
、

6
円
初
銭
の
赤
字

と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
上
半
期
に

お
け
る
黒
字
分
を
合
算
す
る
と
、
給
水

原
価
が
お
円
ぬ
銭
、
供
給
価
格
が
お
同

日
銭
と
な
り
4
銭
の
黒
字
に
な
り
ま
す
。

二
、
経
理
の
状
況
に
つ
い
て

下
半
期
に
お
け
る
損
益
勘
定
の
収
支

は
、
次
の
表
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。

収
益
で
は
、
水
道
使
用
料
や
受
託
工

事
収
入
等
で
三
、
九
六

O
万
円
に
な
り

ま
す
。

一
方
費
用
は
、
物
件
費
、
人
件

費
、
利
息
等
で
四
、

二
三
七
万
円
と
な

り
、
二
七
六
万
円
の
純
損
失
に
な
り
ま

し
た
。

一
、
建
設
改
良
工
事
の
施
工
状

況
に
つ
い
て

下
半
期
に
竣
功
し
た
建
設
改
良
工
事

は
次
の
と
お
り
で
す
。

付
都
計
山
号
線
配
水
管
布
設
工
事

口

三

田
1
号
線
配
水
管
布
設
工
事

国

吉

田
グ
ラ
ン
ド
線
配
水
管
布
設

工
事

川
道
坂
、
横
枕
問
導
水
管
布
設
工

事ω
都
計
日
号
線
配
水
管
布
設
工
事

例

大

光

寺

2
号
線
配
水
管
布
設
工

事

四
、
刊
年
度
の
事
業
計
画

と
予
算
に
つ
い
て

ω年
度
に
お
け
る
事
業
計
画
は
、
ま

ず
水
源
の
集
中
管
理
計
画
の
う
ち
、
石

垣
地
内
に
二

0
0
ト
ン

の
配
水
池
を

一

基
築
造
し
、
こ
れ
と
横
枕
管
理
室
を
結

ぶ
送
水
管
(
口
径
二

0
0ミリ
、
延
長
一

五

O
O灯
)
の
布
設
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
、
最
近
地
下
水
の
低
下
に
よ

る
飲
料
水
が
不
足
し
て
い
る
江
口
地
区

等
に
配
水
管
を
布
設
し
、
こ
れ
ら
の
解

消
を
計
ら
ん
と
し
て
い
ま
す
。

的
年
度
予
算
は
次
の
と
お
り
で
あ
る

が
、
収
益
的
収
入
に
お
い
て
八
、
二
九

五
万
円
、
支
出
で
八

、
二
七
六
万
円
を

計
上
し
、
一
九
万
円
の
純
利
益
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

区 分 予算額 10 月-3 額月 予す算る額割合に対
収支

万円 万円 % 

'金1・ふ口 水 ~X チi皿七. 6，471 3，196 49.3 

受託工事収益 852 339 39.7 

その他の収益 1，331 426 32.0 

ヰR 益 £E』2 計 8，654 3，961 45.7 

原水及び浄水質 610 389 63.7 

配水及び給水質 1，608 447 27.7 

受託工事費 917 489 53.3 

総 係 i!i 2，936 1，697 57.7 

減価{賞去IJ 費 1，210 601 49.6 

支 紅、 手リ 息、 1，009 498 49.3 

その他の費用 155 116 74.8 

費 用 4E』3 計 8，445 4，237 50.1 

(う ち職員給与費) (2，696) (1，538) (57.0) 

差 ヨl 209 ム 276

48年度下半期損益収支

49年度予 算

資本的収支

一
方
資
本
的
収
入
に
お
い
て
四
、

0

0
0万
円
の
企
業
債
を
予
定
し
、
支
出

で
は
、
建
設
改
良
事
業
に
四
、
六
八
三

万
円
、
企
業
償
の
償
還
金
に
八
四
九
万

円
合
せ
て
五
、
五
三
二
万
円
を
計
上
し

ま
し
た
が
、
資
本
的
収
入
が
資
本
的
支

出
不
足
す
る
一
、
五
三
二
万
円
は
、
当

年
度
損
益
勘
定
留
保
資
金
と
、
建
設
改

良
積
立
金
で
も
っ
て
は
て
ん
し
ま
す
。

区 分 予算額

ヰ又 入 万円

企 業 {貴 4，000 

計 4，000 

支 出

建設改良費 4，683 

企業債償還金 849 

計 5，532 

差 号| ム 1，532

3 

収益的収支

区 分 予算額

ヰ又 入 万円

営業収益 8，268 
営業外収益 27 
計 8，295 

支 出
営業費用 7，104 
営業外費用 1，122 
予 イ蒔 費 50 
5十 8，276 

差 ヲ| 19 



告
示
第
幻
号

魚
津
市
財
政
状
況
の
公
表
に
関
す
る

条
例
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
昭
和
必
年

刊
月

1
日
か
ら
、
昭
和
的
年
3
月
白
日

ま
で
の
期
聞
の
財
政
状
況
を
次
の
と
お

り
公
表
し
ま
す
。

昭
和
的
年
6
月
ぬ
日

魚
津
市
長
清
河
七
良

①
昭
和
初
旬
年
度
一
般
会
計
予
算
執
行
状

況②
昭
和
鵠
年
度
特
別
会
計
予
算
執
行
状

況
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万円となる

福
祉
重
点
、
公
共
事
業
の
促
進
等
「

愛
と
う
る
お
い
の
あ
る
行
政
」
「
明
る

い
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
調
と

し
編
成
し
た
一
般
会
計
は
当
初
予
算
が

二
十
八
億
四
千
九
百
十
五
万
円
で
前
年

度
に
比
較
し
て
二
五
・
六
%
の
伸
び
率

で
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
の
財
政
需
要

の
増
加
は
著
し
く
六
回
の
補
正
に
よ
る

歳
入
歳
出
額
は
次
表
の
と
お
り
と
な
り

総
額
三
十
三
億
六
千
五
百
三
十
万
円
に

な
り
ま
し
た
。

昭
和
必
年
度
下
半
期
の
歳
入
の
補
正

の
お
も
な
も
の
は
地
方
交
付
税
の
一
億

3月末における収支状況

日・
予収
入

% 

収
入

・
支
出
制
A
n

n: 

古Iti

二
千
四
百
二
万
円
、
国
県
支
出
金
四
千

五
百
三
十
七
万
円
、
財
産
収
入
二
千
六

百
六
十
三
万
円
、
市
債
七
千
百
四
十
万

円
な
ど
で
す
。
歳
出
の
お
も
な
も
の
は

都
市
改
造
、
学
校
建
設
、
道
路
整
備
等

の
建
設
事
業
費
七
千
四
百
七
十
八
万
円

生
活
保
護
費
、
乳
児
、
妊
産
婦
医
療
、

老
人
医
療
費
等
の
扶
助
費
二
千
四
十
九

万
円
の
外
に
人
事
院
勧
告
に
よ
る
職
員

の
人
件
費
や
、
土
地
開
発
基
金
積
立
金

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
三
月
末
現
在
の
各
執
行
状
況

は
次
表
の
と
お
り
で
す
。

建設費の一部を簡易保険積立金から

融資を受けて実施している。
V加積地区の都市計画事業

4 

圏公口V上
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33億6，530歳入歳出総額

市有財産の状況

土 地 建物
367， 579mz 108， 554mz 

翠 I!!副li・，a ・!S量C:lI.可4τ』両~町輪H 

有価証券 その他 基金
30，508千円 105，547千円

護費 委参
市民の市税負担状況

一般会計費目別予算執行状況(3月末)

歳入

区 分 予算額 収入済額 収入割合

万円 万円 % 
市 税 91EO，078 81E6，632 96.1 
地 方交 付税 71.怠4，695 71E7，693 104.3 
国庫 支出金 61E9，465 61!4，608 93..0 
市 イ貴 21E7，150 9長O 3.5 
県 支 出 金 21Q.5，828 llf.8，464 71. 5 
分担金及び負担金 11草2，000 9，626 80.2 
Rオ 産 ヰ又 人 8，321 5，105 61.4 
繰 越 金 7，909 7，909 100.0 
諸 ヰ又 人 6，927 5，647 81. 5 
使用料及び手数料 6，663 6，055 90.9 
自動車取得税交付金 3，000 3，232 107.7 
寄 H付 金 1，998 1，698 85.0 
地 方議与 税 1，700 934 54.9 
交通安全対策特別交付税 436 436 100.0 
娯楽地設利用悦交付金 360 569 158.1 
2十 331Q.6，530 281E9，548 86.0 

「
今
月
の
納
税
L

固

定

資

産

税

第

2
期

分

国
民
健
康
保
険
税
第
ぺ
|
期
分

人 口 47.846人

世帯?歓 12.0851量得

{昭和49年 3月31日現在)

1.118万円

1.0437JP:j 

929万円

770万円

857:1円

28万円

状 況の市債

公営住宅It!

区 分 予算 額 支出済額 支出割合

万円 万円
846 % 民 生 1質 71Q: 4，658 61窓 3，147

土 木 資 51ff.5，817 31.!!. 6，602 65.6 
総 務 費 51E3，355 41Q: 3，389 81.3 
教 育 費 51E0，863 411:. 5，700 89.8 
農 林水 産業費 41空0，471 21E 5，739 63.6 
1街 生 i!i l1E6，649 llE 2，030 72.3 
公 {貴 費 11窓6，250 llff.3，317 82.0 
i肖 |坊 費 8，969 8，477 94.5 
労 働. 費 6，082 5，705 93.8 
商 工 i!i 5，336 5，054 94.7 
議 dZA Z 費 4，545 4，438 97.6 
災 害 復旧 費 3，374 2，571 76.2 
諸ー ーAト. 出 金 61 61 100.0 
子 {荷 費 100 
計 331.l!6，530 261l6，230 79.1 

歳出

特別 会計予算執行状 況 (3月未)

会計区分 予算額
執行状況

収入済額収入割合支出済額支出割合

4IQ:6，6万3円8 87万.円3 
万円
81.% 5 国民健康保険事業 51Q:3，450 41意3，546

簡易水道 事 業 3，385 3，398 100.4 3，108 91.8 

下水道 事 業 2，235 1，237 55.3 1，044 46.7 

農 業共済 事 業 11!2，018 lIE 1，479 95.5 5，677 47.2 

メ口入 計 71tl，088 6億 2，752 88.3 51!3，375 75.1 

5 

納
期
限
は
ア
用
引
巴
で
す
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消費者物価情報

トイレットペーパー・ちり紙は

5月24日に家庭用灯油は 6月 1日

に標準価格が撤発

投票に市民の総参加を

投票時間は午前 7時から午
後7時までです。 (松倉第
|投票所は午前 7時から午
後5時まで)

トイレ ッ トペーパーとちり紙は最近その需

給が大巾に緩和され価格も鎮静化してきまし

たので、 5月24目標準価格が撒発されました。

また、家庭用灯油も需要期が終了したこと

に伴い 6月 1日から標準価格が撤発されまし

た。

市内の物価の動向

市では毎月日を定めて生活関連物資の価格

と需給状況などの調査を実施し 、市民生活の

防衛と消費者行政の推進をはかつております。

トイレットペーパー並ぴに主な食用品の価

格の動向は次のとおりです。

V下の表は毎月 15日調査の6庖の平均価格です。

ロ広ヨロ 目 メーカー ロEヨ口 名 容 最 4月平均 5月平均 6月平均
6月における
最低~最高

砂 精 日 新 カ 、;/ プ 1 kg 199 円 196 円 194 阿 188-20♂ 
11 神 戸 精精 -"'7 -"'7 " 198 204 198 - 198 

し よ つ t由 キ ッ コマン キ ッ コマ ン 2 t 412 402 407 385-420 
11 11 11 1 ε 196 185 213 198- 220 

食 用 t由 l味 σョ 紫 天 よ ら油 1，650 g 467 485 570 - 570 
11 11 11 450 g 137 126 137 125- 155 
11 11 サラダ油 1，650 g 535 535 600 530-670 

づ、 麦 粉 日 お守 フラワー 1 kg 132 130 130 128- 135 
即席メ ン 日月 星 明 星 18 番 100 g 47 47 47 45- 50 

11 日 清 出前 一 丁 11 49 49 49 48- 50 
乾 ゲコ ん 日 清 食品 冷 麦 日 清 No.1 250 g 54 54 54 53- 55 
み そ 日本海みそ 雪ちゃんこうじみそ 1 kg 221 231 235 230-240 
ノ〈 タ 一 雪 印乳 業 ヰlニ 海 i箪 225 g 225 221 227 220-240 
マーガリン " 雪 印ソフト " 140 142 150 138- 165 

11 味 σ3 索 マリーナソフト
" 141 140 140 138- 143 

グルタ ミン 重量 ソーダ 11 味 σコ 紫 90 g 149 149 150 145- 155 
11 11 

" 125 g 200 202 198 190- 205 

食 酢
、、、 、ソカ 二〆 、、、 、ソカ ン 500m.e 104 105 105 ，100- 110 

」

り|住みよいまちづく
グ高架下にものを

捨てないでグ

文
化
町
周
辺
を
防
犯
推

進
モ
デ
ル
地
区
に
設
定

飲
食
庖
等
が
密
集
し
、
暴
力
団
の
活

動
の
場
と
な
り
や
す
い
文
化
町
、
鴨
川

町
並
び
に
新
宿
、
双
葉
町
、
中
央
通
り

の
一
部
を
含
め
た
地
域
一
帯
よ
り
暴
力

行
為
を
追
放
し
よ
う
と
い
う
ね
ら
い
で

6
月
刊
日
に
、
こ
の
地
域
を
防
犯
推
進

モ
デ
ル
地
区
に
設
定
し
ま
し
た
。
暴
力

追
放
の
意
識
を
盛
り
上
げ
る
た
め
主
な

こ
と
と
し
て

①
防
犯
モ
ニ
タ
ー
の
委
嘱

②
全
戸
に
ス
テ

ッ
カ
ー
の
貼
付

③
道
路
入
口
に
モ
デ
ル
地
区
の
看
板
を

設
置
す
る

④
意
識
盛
り
上
げ
の
大
会
の
開
催

な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

市
民
全
員
の
協
力
に
よ
っ
て
住
み
よ

い
生
活
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

6 

国
鉄
か
ら
の
お
願
い

市
中
央
を
走
っ
て
い
る
国
鉄
高
架
橋

下
は
一
部
市
民
の
方
が
利
用
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
未
利
用
カ
所
は
心
な
い
人

が
ゴ
ミ
な
ど
を
捨
て
た
り
、
廃
材
を
捨

て
た
り
、
不
法
駐
車
し
た
り
、
大
変
汚

さ
れ
て
困
っ
て
お
り
ま
す
。
高
架
下
の

清
掃
美
化
に
つ
い
て
市
民
の
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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富
山
県
勤
労
者
基
金
協
会
で
は
、
こ

の
制
度
に
よ
り
労
働
組
合
の
な
い
工
場

や
商
居
で
働
い
て
い
る
人
が
、
労
働
金

庫
か
ら
お
金
を
借
り
る
と
き
、
そ
の
保

証
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
借
入
れ
を

容
易
に
し
、
働
く
人
の
金
融
を
い
っ
そ

う
円
滑
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

マ
資
格

1
①
県
労
働
金
庫
の
会
員
で
あ

る
こ
と
②
勤
続
年
数
が
生
活
資
金
の

場
合
二
年
以
上
、
住
宅
、
結
婚
資
金

の
場
合
は
三
年
以
上
、
教
育
資
金
の

場
合
は
十
年
以
上
③
平
均
月
収
が
毎

月
返
済
金
の
生
活
資
金
の
場
合
は
五

倍
以
上
、
住
宅
資
金
の
場
合
は
三
倍

以
上
、
教
育
資
金
の
場
合
は
、
退
職

金
が
融
資
額
以
上
④
結
婚
資
金
の
場

合
は
、
婚
約
が
成
立
し
て
い
る
も
の
、

結
婚
後
三
ヵ
月
以
上
の
も
の
⑤
確
実

市
で
は
中
小
企
業
従
業
者
で
新
し
く

独
立
開
業
し
よ
う
と
す
る
人
に
融
資
を

す
る
制
度
が
で
き
ま
し
た
。

マ
対
象
者

1
①
本
市
に
居
住
し
年
令
三

十
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
②
同
一
業
種

に
十
年
以
上
継
続
し
て
勤
務
し
、
市

内
に
同

一
事
業
を
新
た
に
独
立
し
て

開
業
す
る
人
③
開
業
す
る
た
め
の
事

業
計
画
が
要
当
で
あ
り
、
こ
れ
を
実

施
す
る
能
力
を
有
す
る
こ
と

な
保
証
人
が
一
名
以
上

マ
生
活
資
金

l
①
融
資
限
度
二
十
万
円

ま
で
②
期
間
三
十
六
ヵ
月
以
内
③
利

率
年

9
r

マ
住
宅
資
金
①
融
資
限
度
五
百
万
円

ま
で
(
た
だ
し
住
宅
積
立
預
金
に
加

入
し
て
い
な
い
場
合
は
三
百
万
円
を

限
度
、
利
率
年

9
r
)
②
期
間
十
六

年
八
ヵ
月
(
二
百
回
払
い
)
③
利
率

年
八
・
七
六
行

マ
教
育
資
金

l
①
融
資
限
度
五
十
万
円

ま
で
②
期
間
据
置
期
間
(
在
学
中
)

を
含
め
十
年
以
内
③
利
率
年
八
・
四

マ
結
婚
資
金

1
①
融
資
限
度
五
十
万
円

ま
で
②
期
間
五
年
以
内
③
利
率
年
八

.
四
M
h

マ
融
資
限
度

l
設
備
二
百
万
円
、
運
転

百
五
十
万
円
以
内

マ
期
間

1
設
備
五
年
以
内
、
運
転
三
年

以
内

マ
償
還
方
法

1
設
備
五
年
以
内
(
据
置

一
年
含
む
)
運
転
三
年
以
内

マ
利
率

l
年
八
・

o
r

マ
保
証
料

1
年

0
・
九
七
行

マ
担
保
及
ぴ
保
証
人

l
確
実
な
保
証
人

二
名
以
上
。
必
要
に
よ
っ
て
は
担
保

を
求
め
る
こ
と
が
あ
る
。

人
権
擁
護
委
員
に

。
杉
山
。
さ
ん
委
嘱

こ
の
た
び
新
し
い
人
権
擁
護
委
員
に

杉
山
博
吉
さ
ん
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
を
犯
さ
れ

た
人
の
申
告
に
よ
っ
て
、
た
だ
ち
に
地

方
法
務
局
と
連
絡
を
と
っ
て
調
査
し
、

人
権
侵
犯
の
事
実
が
明
ら
か
に
な
れ
ば

そ
の
事
件
に
も
っ
と
も
適
し
た
方
法
で

被
害
者
を
救
済
し
、
円
満
解
決
に
あ
た

ら
れ
ま
す
。

人
権
相
談
に
は
、
む
ず
か
し
い
手
続

き
も
い
り
ま
せ
ん
し
、
無
料
で
相
談
に

応
ず
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
内
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の
と
お

り
で
す
。

マ
島
津
ゆ
き
ゑ
(
六
郎
丸
、
団
体
役
員
)

マ
小
川
政
竹
(
本
江
、
司
法
書
士
)

マ
野
崎
重
次
郎
(
出
・
農
業
)

マ
平
井
基
弘
(
末
広
町
・
医
師
)

マ
杉
山
博
吉
(
江
口
・
団
体
役
員
)

水
道
料
金
の
集
金

委
託
人
の
変
更
案
内

水
道
料
金
の
集
金
委
託
人
が
、
次
の

と
お
り
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

東

山

地

区

長

田

義

久

青

様

地

区

安

田

信

長

天

神

野

新

地

区

関

口

正

雄

東

尾

崎

地

区

坂

本

伝

治

青
島
雇
用
促
進
住
宅
藤
原
佳
子

。
コ
、
、
、
と
の
た
た
か
い

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
で

海
岸
・
河
川
を
清
掃
し
ま
し
ょ
う

7
月
は
、
つ
ゆ
あ
け
と
、
と
も
に
、
に
し
ま
し
ょ
う
。

い
ろ
ん
な
害
虫
や
、
悪
臭
な
ど
発
生
す
①
定
め
た
日
以
外
は
ゴ
ミ
を
出
さ
な
い

る
時
期
と
な
り
、
自
然
環
境
や
、
健
康
で
下
さ
い
。

に
十
分
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
①
不
燃
物
埋
立
地
は
、
不
燃
物
、
可
燃

ん
私
達
の
地
域
環
境
を
よ
く
す
る
た
め
、
物
と
ま
じ
っ
た
物
は
受
け
取
り
ま
せ
ん
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
協
力
可
燃
物
は
必
ず
焼
却
場
へ
搬
入
す
る
こ
と
。

を

お

願

い

し

ま

す

。

①

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

類

(

ゴ

ミ

は

)

は

家

庭

@
海
岸
や
河
川
に
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
で
で
ま
と
め
て
業
者
に
回
収
さ
せ
ま
せ
う
。

下
さ
い
。
見
付
け
た
ら
、
市
役
所
生
活
河
川
、
海
岸
に
は
ぜ
っ
た
い
捨
て
な

環
境
課
、
又
は
魚
津
保
健
所
、
魚
津
警
い
で
下
さ
い
。

察
署
へ
、
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
①
水
清
く
緑
輝
く
郷
土
を
つ
く
り
ま
し

①
ゴ
ミ
収
集
場
所
は
、
い
つ
も
き
れ
い
よ
う
。

‘
し
ん
き
ろ
う
の
で
る
き
れ
い
な
初
夏
の
魚
津
浜

7 



警
察
山
ゆ
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，、、

家
人
や
周
囲
の
人
が
十
分
注
意
し
、

夜
間
の
外
出
な
ど
は
中
止
さ
・せ
る

二
、
自
転
車
利
用
者
の
交
通
事
故
防
止

自
転
車
は
道
の
左
側
を
一
列
で
通

行
し
、
夜
間
は
燈
火
を
使
用
す
る

手
信
号
実
施
す
る
。
自
転
車
の
安

全
点
検
を
実
施
す
る
。
傘
さ
し
運

転
の
禁
止

三
、
過
労
、
酒
酔
、
暴
走
、
無
免
許
運

転
を
防
止
す
る

四
、
踏
切
事
故
防
止

一
旦
停
止
の
励
行

五
、
特
別
デ

l
の
実
施

7
月

μ
日
(
水
)
歩
行
者
の
安
全
を

守
る
。

ハY
l
I
B
i
l
l
i
-
-

。

無
理
な
運
転
を
し
な
い

市
民
の
皆
様
、
夏
は
暑
さ
か
ら
身
心

に
つ
か
れ
が
生
じ
事
の
事
故
が
続
発
し

ま
す
。
海
や
山
へ
の
行
楽
に
無
理
な
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
か
ら
の
過
労
、
居
ね
む
り

等
に
よ
る
も
の
で
す
。

交
通
事
故
は
、
最
高
に
幸
福
な
家
庭

も
一
瞬
に
し
て
破
壊
し
ま
す
。
一
生
そ

の
責
任
が
追
求
さ
れ
ま
す
。

幸
福
な
家
庭
を
守
り
文
化
生
活
を
維

持
す
る
た
め
に
安
全
運
転
こ
そ
最
優
先

さ
れ
る
べ
き
も
の
で
す
。

安
全
運
転
は
技
術
の
み
で
な
く
、
安

全
運
転
に
対
す
る
気
持
が
問
題
で
す
。

夏
の
防
犯
運
動

楽
し
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

且
ハ
々
は
涼
を
求
め
て
海
に
山
に
、
又

盆
踊
り
な
ど
の
納
涼
行
事
も
あ
ち
こ
ち

で
も
よ
お
さ
れ
、
夜
遅
く
ま
で
外
出
す

る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
こ
の
時
期

は
生
活
様
式
も
開
放
的
に
な
り
、
窓
を

あ
け
放
し
、
カ
ギ
の
か
け
忘
れ
、
女
性
の

服
装
も
薄
着
と
な
る
こ
と
か
ら
、
あ
き
巣

や
忍
び
込
み
な
ど
性
犯
罪
が
多
発
し
ま
す
。

お
互
に
注
意
し
、
み
ん
な
の
協
力
で

犯
罪
の
な
い
、
明
る
く
楽
し
い
夏
を
す

ご
1
ν
#
?
し
ょ
、
っ
。

4
h
v
a
q
h
V
4
h
V
4hV
A
司
令
A
司
令
4
h
V
4
h
vaq
h
F4
h
V
A
司
令
4
h
V
A
司
令
A
司
令
A司令
A司令
4
hvz司
令
A
司
令
A
司
令
4
b
A
司
令
A
司
令
a
司
令
4
h
V
4
h
V
4
hva司
令
A司
令
A
司
令
4
4
hv

魚
津
駅
に
ご
用
の
自
家
用
車
駐
車
場
は
、
三

O
分
以
内

あ
る
方
の
た
め
に
設
で
駅
で
の
ご
用
を
済
ま
さ
れ
る
方
に
限

け
ら
れ
て
お
り
ま
す
り
ご
利
用
く
だ
さ
る
よ
う
、
ご
協
力
を

駅
前
広
場
の
自
家
用
願
い
ま
す
。

車
の
駐
車
場
は
、
通

勤
、
通
学
、
旅
行
な

ど
の
た
め
長
時
間
駐

車
さ
れ
ま
す
と
、
他

の
利
用
者
に
大
変
迷

惑
を
か
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

こ
の
駐
車
場
の
駐

車
時
間
は
『
三

O
分

以
内
』
と
な
っ
て
い

ま
す
。
最
近
、
特
に

守
ら
れ
て
い
な
い
た

め
特
に
駐
車
場
が
混

雑
し
て
い
ま
す
。

H
M

一山
菜
つ
み
や
、
渓
流
釣

り
に
は
特
に
注
意
を
グ

空
巣
シ
ー
ズ
ン

出
か
け
る
と
き
は

近
所
に
ち
ょ
っ
と

今
年
は
山
の
遭
難
が
相
つ
い
で
い
ま

す
。
市
消
防
本
部
で
は
事
故
防
止
の
た

め
、
次
の
こ
と
を
守
る
よ
う
警
告
し
て

い
ま
す
。

@
行
動
計
画
は
、
は
っ
き
り
と
組
み
、

家
族
や
職
場
等
に
知
ら
せ
て
お
く
こ

と
(
目
的
地
、
帰
宅
時
間
、
人
数
等
)

①
複
数
で
行
動
し
、
単
独
行
動
は
絶
対

さ
け
る
こ
と

@
安
全
性
お
よ
び
行
動
時
間
に
お
い
て

は
、
十
分
な
余
裕
を
持
つ
こ
と

①
不
慮
の
事
態
に
備
え
十
分
な
装
備
を

し
て
行
く
こ
と
(
食
料
品
の
予
備
、

着
が
え
、
懐
中
電
灯
、
雨
具
、
医
薬

品
等
)

@
正
し
い
マ
ナ
ー
で
行
動
す
る
こ
と

(
ご
み
く
ず
等
は
、
必
ず
持
ち
帰
る

こ
と
。
)
(
た
き
火
や
、
投
げ
捨
て
タ

バ
コ
は
特
に
注
意
す
る
こ
と
。
)

4
司
転
落
遭
難
者
の
救
助

S
的

・
6
・
陥
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夏

72 
E父
日通
;安
月互三

日運
円動

8 

国鉄魚津駅前広場自家用車駐車場

駐車時間は 30分以内

平
素
か
ら
安
全
運
転
に
徹
し
ま
し
ょ
う
。

夏
の
交
通
安
全
運
動
は
次
の
期
間
に

実
施
さ
れ
ま
す
か
ら
ご
協
力
下
さ
い
。

期
間

7
月
初
日
(
土
)
か
ら

8
月
四
日
(
月
)
ま
で

O
I
l
-
-
E
l
l
l
O
 

実

施

重

点

一
、
歩
行
者
事
故
防
止
(
子
供
と
老
人
)

川
小
学
生
は
、
集
団
登
下
校
を
励
行

す
る
。
道
路
で
遊
ば
な
い
等
の
他

交
通
ル

l
ル
を
守
る
。

ω園
児
は
、
保
護
者
責
任
を
明
確
に

す
る
。
ら
い
ち
ょ
う
ク
ラ
ブ
の
結

成
宮
は
か
る
。

ω老
人
の
外
出

ω運
転
者
は
、
一
時
停
止
励
行

ω飛
び
出
じ
事
故
防
止
(
特
に
子
供

の
保
護
者
が
注
意
す
る
)

ω歩
行
者
は
、
横
断
歩
道
を
通
る

8
月
9
日
(
金
)
安
全
運
転
励
行
の

‘
い
つ
も
満
ぱ
い
の
国
鉄
駅
前
駐
車
場

日ω無
理
な
追
越
し
を
し
な
い

ω交
差
点
で
の
安
全
確
認
の
励
行

ω安
全
速
度
を
守
る

六
、
安
全
管
理
(
運
行
管
理
)
強
化

会
社
、
事
業
所
等
の
安
全
運
転
管

理
を
強
化
し
、
交
通
事
故
防
止
、

企
業
防
衛
に
努
力
す
る

以
上
の
こ
と
を
よ
く
守
り
、
市
か
ら
悲

惨
な
交
通
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。



司
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岡
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司

秀

明

保

夫

夫

光

隆

祥

事

栄

茂

満

克

正

高

正

昭

孝

寿

哲

金

田

橋

崎

河

坂

坂

作

居

物

野

口

野

谷

田

尾

沢

石

野

清

宮

小

本

富

金

宮

関

楠

北

辻

虎

広

西

|体育樽員きまる
昭和49年-50年度の魚津市体育指

導員がきまりました。体育指導委員

員は、スポーツの実技指導、住民

のスポーツ活動の促進のため活動

されることになっています。
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チ
ャ
コ

l
ズ
チ

l
ム
が
優
勝

朝
間
野
球
大
会
終
る

第

6
回
朝
間
野
球
大
会
は
、

5
月
U

日
か
ら
市
営
球
技
場
、
西
部
中
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
四
十
五
チ

l
ム
が
参
加
し
て
行

な
わ
れ
た
が
成
績
は
次
の
と
お
り

マ
準
決
勝

諏
訪
ク
ラ
ブ

1
X
|
O
天
盃
ク
ラ
ブ

チ
ャ
コ

l
ズ

1
x
l
o
中
央
自
動
車

マ
優
勝
戦

チ
ャ
コ

l
ズ

3
X
l
o
諏
訪
ク
ラ
ブ

殊
勲
賞
下
村
秀
之
(
チ
ャ
コ

l
ズ
)

敢
闘
賞
猟
沢
懲
(
諏
訪
ク
ラ
ブ
)

打
撃
賞
高
森
光
弘
(
チ
ャ
コ
|
ズ
)

企優勝したチャコーズチーム

だ
な
ば
た
祭
り
の
竹
ざ
お

は
村
木
¥
大
町
小
学
校
庭
ヘ

「
た
な
ば
た
祭
り
」
は
、
7
月
7
日

に
行
な
わ
れ
ま
す
。
こ
の
行
事
に
つ
き

も
の
の
竹
ざ
お
や
、
き
ょ
う
ち
ん
な
ど

は
、
い
ま
ま
で
角
川
に
流
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
条
例
」
で
凶
、
河
川
や
海

岸
の
よ
う
な
公
共
の
場
所
に
は
、
一
般

廃
棄
物
を
捨
て
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
と
市
の
共
催
に
よ
る
「
川

と
海
岸
を
き
れ
い
に
く
る
運
動
」
を
強
一

力
に
推
進
し
、
公
共
の
場
所
の
美
化
を

は
か
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
角
川
へ
た
な
ば
た
を
投
棄

す
る
こ
と
は
、
防
火
及
び
防
災
上
の
立

場
か
ら
好
ま
し
く
な
い
こ
と
、
な
ど
か

ら
、
た
な
ば
た
祭
り
の
竹
ざ
お
は
、
昨

中小商工業小口事業資金融資

あっせん制度一貸付額を引上げ一

年
に
引
き
続
き
、
学
校
の
校
庭
へ
集
め

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
と
し
も
、
次
の
よ
う
な
方
法
で
、

た
な
ば
た
祭
り
の
竹
ざ
お
、
ち
ょ
う
ち

ん
の
処
理
を
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

O
た
な
ぱ
た
を
持
っ
て
く
る
場
所

大
町
小
学
校
、
村
木
小
学
校
校
庭

O
校
庭
に
入
ら
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火

を
消
し
て
か
ら
、
定
め
ら
れ
た
場
所

へ
置
い
て
く
だ
さ
い
。

O
当
日
雨
の
た
め
、
校
庭
に
持
ち
込
ま

れ
な
か
っ
た
と
き
は
、
各
町
内
ご
と

に
集
め
て
お
い
て
下
さ
い
。

O
両
小
学
校
と
も
校
庭
の
入
口
は
正
面

一
ケ
所
だ
け
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

うせ的 いし月な国計計明のこで
おんになした上資及画調ら実の就総
願の絶おま際旬料びを査か熊調業理
いで対、すは、の地はでにや査構府
し正使調 。ご調一方じ、す労は造統
ま確用査 協査っていめこる働、基計
すにき票 力員との雇のた力国本局
ごれぱ くがな施用調めの民調で
報る、 だ各る策、査に流の査は
告こ統 さ家もの失結行動就を 7
くと計 る 庭の最業果な状業実月
だは以 ょにでも対はわ況、施 1
きあ外 うおす基策、れな不し日
るりの お伺。本な経るど就ま現
よま目 願い 7 的ど済統を業す在

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~~~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~区 ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~
J戸ーー、 合

時ママ会環受 /" ~ ~ 5な、 * 
ま受 7場境診婦 I ~~ター\ 合

で付月 80課希 1 (プ:- ， 合
。時 4 名へ望ハ i ♂ ~Ð"..，. ..' I 会
マ間日程お者検 \~俗どj ~ 
料 11 同度申は診 Xぎ竺グ : 
金午 11 が込 7 、ー〆 合

一後上限み月 ~ー............. * 
五 1野度く 10 ノヘ ~tEi1" 合

O 時方でだ日 I \~官\ * 
円 i連すさま ， ' l~亙ム I 合

午絡。いで ¥ 4Ri聾rJ * 
後所 。生 ¥ D軍~/ 会

2 ー活 、ぜ T でグ * 
、ーーー/ 合

マ対象ー市内に居住し 1年以上同ーの事業を

引続き営むもので、小規模事業者である人

(常時使用する従業員が20人以下、商業、

サービス業 5人以下。)

マ融資条件一①事業資金であること②一事業

者 300万円以内 (旧 150万円)③利率は年

7.5 ~';; 以内④融資期間は 3 年以内

マ保証人一原則として連帯保証人 1名以上

マ保証料一年0.60~';;

マ受付期間一制限なく随時受付けます。

申し込みは市商工水産課へ

就
業
構
造
基
本
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す

-
7
月

1
日

|

一
般
住
民
検
診

V

(午
前
の
部
)

マ
7
月
日
日
午
前
9
時
加
分
i
日
時

ぬ
分

1
石
橋
利
喜
造
宅
(
湯
上
)

マ
7
月
口
日
午
前
9
時
ぬ
分
i

U
時

初
分

l
富
津
神
社

マ
7
月
間
日
午
前
9
時
ぬ
分

i
日
時

初
分

1
雄
峰
団
地

マ
7
月
四
日
午
前
9
時
初
分

1
日
時

初
分

1
上
中
島
公
民
館

マ
7
月
ぬ
日
午
前
9
時
初
分
1
日
時

初
分

1
青
島
会
館

マ
8
用
1
日
午
前
9
時
ぬ
分
1
日
時

初
分

l
上
野
方
小
学
校

マ
8
月
2
日
午
前
9
時
ぬ
分

1
日
時

初
分

l
江
口
倉
庫
前

V
(
午
後
の
部
)

マ
7
月
刊
日
午
後
1
時
1
3
時

l
旧

石
坂
軍
手
セ
ン
タ
ー
跡

9 
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読
書
の
す
す
め

ω

，
本
ず
き
に
な
る
か
?

本
ぎ
ら
い
に
な
る
か
?

小
学
校
3
1
4
年。

い
ま
ま
で
両
親
や
先
生
の
い
う
と
お

り
に
生
活
し
て
い
た
子
ど
も
が
、

3
・

4
年
生
に
な
る
と
自
分
の
考
え
を
も
ち

は
じ
め
て
、
外
に
む
か
つ
て
ひ
と
り
歩

き
を
始
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

文
章
を
読
む
能
力
も
か
な
り
程
度
が

高
く
な

っ
て
き
て
、
相
当
長
い
文
章
で

も
よ
み
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

す
が
、
一
冊
の
本
を
お
わ
り
ま
で
よ
み

通
す
と
か
、
自
分
か
ら
進
ん
で
本
を
手

に
す
る
よ
う
に
な
る
と
は
か
ぎ
り
ま
せ

ん
。読

書
力
は
、
読
書
へ
の
興
味
が
育
っ

て
い
な
け
れ
ば
、
生
ま
れ
て
こ
な
い
の

で
、
本
ず
き
に
な
る
か
ど
う
か
の
、
た

い
せ
つ
な
わ
か
れ
道
に
あ
た
っ
て
い
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

思
う
よ
う
に
体
を
動
か
せ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
の
ご
ろ
の
子
は
、
運
動
に
、

遊
び
に
む
ち
ゅ
う
に
な
り
、
ま
た
、
友

だ
ち
関
係
や
多
方
面
へ
の
興
味
か
ら
、

マ
ン
ガ
や
子
ど
も
雑
誌
の
と
り
こ
に
な

り
が
ち
で
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
時
期
で
あ
る

か
ら
こ
そ
、
読
書
の
お
も
し
ろ
さ
、
楽

し
さ
を
わ
か
ら
せ
な
け
れ
ば
、
本
を
喜

ん
で
手
に
す
る
子
ど
も
に
育
て
る
こ
と

が
む
ず
か
し
く
な
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
学
校
で
も
家
庭
で
も
読

書
の
チ
ャ
ン
ス
を
多
く
し
て
、
楽
し
い

読
書
の
世
界
を
わ
か
ら
せ
る
努
力
を
す

る
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。

読
み
聞
か
せ
を
す
る
。
読
む
の
を
聞

い
て
や
る
。
家
族
み
ん
な
が
読
書
を
す

る
。
読
ん
だ
本
を
話
題
に
す
る
。

こ
う
い
う
周
囲
の
さ
さ
え
の
あ
る
中

で
、
し
だ
い
に
量
を
増
し
、
数
多
く
の

本
を
読
み
こ
な
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

こ
の
期
の
子
ど
も
は
、
自
分
と
同
じ

よ
う
な
子
ど
も
の
活
躍
す
る
冒
険
の
ス

リ
ル
の
あ
る
も
の
、
ユ
ー
モ
ア
に
富
ん

だ
人
間
性
豊
か
な
童
話
を
好
み
ま
す
。

偉
人
へ
の
あ
こ
が
れ
も
強
ま
る
の
で
、

移動図書館“ふみかぜ号"

巡回日程
(1)1 0 . 00 -10 . 50 

駐車時間
(3)13.00-13.50 

(2)11 . 00 -11 . 50 

(4)14.00-14.50 

よ
い
伝
記
を
与
え
て
、
魂
の
中
に
人
間

愛
を
つ
ち
か
わ
せ
た
い
も
の
で
守
。

親
の
読
み
き
か
せ
は
ま
だ
ま
だ
た
い

せ
つ
で
す
。

て日
マ
図
書
案
内

日
本
の
む
か
し
話

(
1
1
3
)

吋

松
谷
み
よ
子
山

白
い
り
ゅ
う
黒
い
り
ゅ
う
買
芝
編

者

イ

ギ

リ

ス

の

む

か

し

ぱ

な

し

れ

ハ
ビ
ラ
ン
ド
再
話
料

り
こ
う
な
お
き
さ
き
ガ
ス
タ
|
丈
一
一

犬
に
な
っ
た
お
ひ
め
き
，ま
レ
オ
ー
ダ
ス
ャ者

チ

ョ

コ

レ

ー

ト

戦

争

大

石

真

タ

ポ
イ
ヤ
ウ
ン
ベ
物
語
安
藤
美
紀
夫
日

三

月

ひ

な

の

つ

き

石

井

桃

子

山

者

8
月

の

歩

ニ

う

会

川

ヤ

8
月
の
歩
こ
う
会
は
、

4
日
(
日
)
者

親
不
知
方
面
に
行
き
ま
す
。
参
加
希
望
れ

者
は
当
日
午
前
7
時
日
分
ま
で
魚
津
駅
付

前
へ
中
食
持
参
の
う
え
、
お
集
ま
り
く
れ

だ
さ
い
。

タ事

コ
ー
ス
は
魚
津
駅
午
前
7
時
泊
分
発
信

直
江
津
行
き
に
乗
車
、
親
不
知
駅
下
車
、
日

付
近
の
散
策
と
中
食
を
と
り
、
親
不
知
一
一

駅
午
後
1
時
M
分
発
福
井
行
き
列
車
で
付

帰
る
予
定
(
汽
車
賃
四

O
O
円
)

事ヤ
』
事

。
』
事信者hp

 

』
軍事者ヤ』事ヤ』事

h
申告h申告信者h引事タ』事

巡回日
地区
駐車地 駐車場所 駐車

番号 時間

7月5日
16 大海寺野 雄峰団地(1).
34. 三ケ 鉄工センター (2)

信当 35 鉢 白倉小学校 (3)

02 長引野 長引野谷口宅前 (1) 

7月8日 03 小川寺 西布施連絡所 (2)

内 29-A 青島 青島社宅広場 (3)
32 平伝寺 平伝寺沢田宅前 (4) 

10 奥平沢 片貝第2発電所 (1) 

7月9日 12 島尻 片貝連絡所 (2)

t刈 13-A 奥東城 奥東城法盛寺 (3)
13 前東城 前東城吉田宅前 (4) 

7月12日 15 
横枕 横枕減菌室前 (1)

位当
09 加積 加積郵便局前 (2)
08 吉島 吉島市営住宅 (3)

22 鹿熊 松倉連絡所 (1)
7月15日 24 観音堂 松倉農協前 (2)

円 21 宮津 富津村上商店前 (3) I 
33-A 住吉 住吉4区住宅 (4)I 

25 有 山 有山パス停附近 (1) 

7月16日 26 吉野 上中島連絡所 (2)

(:J() 17-B 上野方 上野方連絡所 (3)
36 火の宮 勤労青少年ホーム (4) 

7月19日
16 大海寺野 雄峰・団地 (1)
34 三ケ 鉄工センター (2)

信詰 35 鉢 白倉小学校 (3)

図
書
館
の
本
は

無
料
で
利
用
で
き
ま
す

読
書
や
図
書
に
つ
い
て
の
ご
質
問

・

ご
相
談
に
お
答
え
し
ま
す
。

読
書
会
な
ど
、
グ
ル
ー
プ
活
動
の
ご

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

各
分
野
の
図
書
を
そ
な
え
、
無
料
で

貸
出
し
て
い
ま
す
。

魚
津
市
立
図
書
館
告
側
|
0
4
6
2

マ
7
月
口
日
午
後
1
時
1

3
時

1
石

川
勝
義
宅

マ
7
月
四
日
午
後
1
時
1

3
時

1
小

坂
潔
宅

マ
7
月
四
日
午
後
1
時
1

3
時
l
木

下
新
公
民
館

マ
7
月
鈎
日
午
後
1

1
時
3
時

l
常

徳
寺
マ
8
月
1
日
午
後
1
時
1

3
時
H
H
道

坂
公
民
館

マ
8
月
2
日
午
後
1
時
1

3
時
H
H
奥

東
城
バ
ス
停
前

V

一
般
住
民
検
診
の
う
ち
午
後
の
部

は
成
人
病
検
診
も
一
緒
に
行
な
い
ま

す。マ
対
象
者

1
お
才
i
u凶
オ
マ
検
診
内

容

l
血
圧
測
定
検
原
聴
打
診
体
位
測

定

ハU
句

'A

成
人
病
相
談

マ
7
月
刊
日
附
7
月
M
日
附
各
日
午

後
1
時
1

3
時
マ
場
所

l
市
庁
舎
保

健
室
(
一
階
正
面
右
端
)
マ
検
診
料

1
無
料
マ
心
電
図
、
血
圧
測
定
、
健

康
相
談
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
受
診

希
望
の
方
は
一
週
間
前
に
生
活
環
境

課
(
申
込
み
く
だ
さ
い
。
連
絡
先
内

線

2
5
7
番

幼

検

霊会
ロタ

児

幼
児
検
診
と
結
核
健
康
診
断
(
ツ
反
)

B
C
G
接
種
を
先
月
に
引
続
き
次
の

日
程
で
行
な
い
ま
す
。

マ
ツ
反

B
C
G
の
該
当
者

l
生
後
3

ヶ
月
以
上
末
就
学
児
童
の
う
ち
今
迄
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市
民
体
育
大
会
は
じ
ま
る

第
お
回
市
民
体
育
大
会
は
県
体
予
選

を
兼
ね
て
次
の
と
お
り
行
な
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の
参
加

を
お
ま
ち
し
て
い
ま
す
。

マ
7
月
6
日

1
中
学
陸
上
競
技
(
市
営

グ
)

マ
7
月
凶
日

l
市
体
開
会
式
、
陸
上
競

技
(
市
営
グ
)

マ
7
月
幻
自

l

v
m日
l
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
(
後

5
・

ぬ
・
西
中
)

V

U
日

1
開
会
式
・

陸
上
(
前
8
・
ぬ
・

市
営
グ
)
サ
ッ

カ
ー
(
前
9
・
束
中
)
馬
術
(
前

日
・

乗
馬
ク
ラ
ブ
)
庭
球
(
前
9

市
営
コ

l
ト
)

V

幻
日

1
卓
球

・

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
(
前
9

・
西
中
)

剣
道
(
前
9
・
市
民
道
場
場
)

体
力
づ
く
り
教
室

7
月
中
村
木
小
学
校
で

市
教
委
で
は
、
健
康
な
か
ら
だ
づ
く

り
に
役
立
て
る
た
め
、
「
体
力
づ
く
り

教
室
」
を
次
の
と
お
り
ひ
ら
き
ま
す
の

で
、
夕
食
後
の
ひ
と
と
き
、
ご
夫
婦
隣

近
所
さ
そ
い
あ
わ
せ
て
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

マ
日
時
1

7
月
の
毎
月
曜
日

(
7
月
8

目
、
回
目
、
詑
目
、

mu
日、

8
月
5

日
の
五
回
)
午
後
8
時
i
同
9
時
加

分
V
場
所

1
村
木
小
学
校
講
堂

マ
対
象

1
成
人
男
女

マ
参
加
料

1
無
料

(
た
だ
し
参
加
者
は

万
一
に
そ
な
え
て
ス
ポ
ー
ツ
似
害
保

険
に
加
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し

て
い
ま
す
の
で
保
険
料
百
円
負
担
し

て
く
だ
さ
い

)

マ
内
容
H
H
家
庭
や
職
場
で
で
き
る
健
康

体
操
、
リ
ズ
ム
体
操
な
ど

マ
指
導
者

1
体
育
指
導
員
越
野
芳
枝

マ
申
込
み

l
参
加
希
望
者
は

7
月
6
日

(
土
)ま
で
住
所
、
氏
名
、
年
齢
と
ス

ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
百
円
を
添
え
て
市

教
委
社
会
教
育
課
へ
お
申
込
み
.
く
だ

さ
い
。
開
設
日
当
日
で
も
受
付
け
ま

す
が
保
険
の
加
入
が
遅
れ
ま
す
。

マ
運
動
の
で
き
る
服
装
、
ズ

ッ
ク
で
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

一
泊
歩
こ
う
会
の
申
込
み

9
月
に
五
箇
山
方
面

魚
津
歩
こ
う
会
で
は
、

9
月

n
i
n

日
に
五
箇
山
方
面
の
一
泊
歩
こ
う
会
を

実
施
し
ま
す
。
こ
の
参
加
者
を
次
の
と

お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

V
募
集
人
員

l
四
十
名
(
成
人
の
み
)

V
会
費

1
四
千
五
百
円
(
予
約
金
二
千

円
含
む
宿
泊
費
、
汽
車
、
パ
ス
代
等
)

V
申
込
方
法
H
H
参
加
希
望
者
は
、
7
月

日
日
(
月
)
ま
で
予
約
金
二
千
円
を
添

え
て
申
込
書
(
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

連
絡
先
等
)
に
記
入
の
う
え
、
市
教

委
内
歩
こ
う
会
事
務
局
へ
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
定
員
に
な
り

次
第
締
切
り
ま
す
。

'v会
費
の
納
入

1
会
費
は

7
月
に
二
千

円
(
予
約
金

)
8
月
二
千
円
、

9
月
五

百
円
を
分
別
し
て
毎
月
日
日
ま
で
納

入
し
ま
す
。

V
参
加
の
取
消
し
等

1
都
合
で
参
加
で

き
な
く
な

っ
た
と
き
、
8
月
白
日
ま

で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
以
後

ご

寄

付

付

マ
三
万
円

l
上
村
木
伊
藤
俊
子
マ
二
万

事

円

1
本
町
一
丁
目
油
本
清
吉
マ

一
万
円

M

l
友
道
林
正
男
マ

一
万
円

L
一
田
島
崎
山

直
明
マ
二
万
円

1
火
の
宮
町
竹
田
欽
二

村

マ
二
万
円

1
本
町
二
丁
目
沢
田
久
七
マ

山

一
万
円

l
大
梅
寺
野
広
田
元
作
マ

一
万
事

円

l
六
郎
丸
伊
東
喜一
悦
マ

一
万
円

l
青

川

島
上
野
欣
一
(
以
上
香
典
返
し
の
一
部
)

付

マ
五
千
九
百
四
十
円

1
鴨
川
町
青
木
節
一
一

三
マ

一
万
三
百
十
五
円

l
北
電
魚
津
営
内

業
所
盤
備
室
田
中
幸
信
マ
二
千
円

l
本

事

江
大
西
富
士
男
マ
三
千
三
百
三
十
円

l

M

匿
名
マ
三
千
円

l
川
縁
山
崎
武
輝
マ

こ

れ

千
円

1
八
代
町
友
田
道
治
一v
一
千
円

l

M

中
央
通
り
一
丁
目
河
北
圭
子
マ
単
行
本

村

五
十
冊

1
文
化
町
川
上
善
造
マ
中
古
衣
タ

類
三
十
四
点

l
諏
訪
町
猟
場
政
治
マ
単
一
一

行
本
月
週
刊
誌
百
七
十
五
冊
北
陸
電
力
一
一

魚
津
営
業
所
マ
書
籍
二
十
四
冊
l
友

栄

川

町

小

崎

与

吉

魚

津
善
意
銀
行

事タ

ぅ
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉

p
p〉
;

く

く

く

〈

告

の
取
消
し
は
、
予
約
金
を
返
還
し
な
れ

い
も
の
と
し
ま
す
。

一一

V
コ

|
ス

(

予

定

)

れ

n
日
魚
津
駅
9
時
8
分
発
(
国
鉄
)
タ者

l
高
岡
|
城
端
(
パ
ス
)
|
西
赤
尾
下
事

車
、
西
赤
尾
|
上

・
聞
を
歩
き
、
民

日

俗
館
、
合
掌
集
落
等
を
見
学
、
上
・
一
一

で
一
泊
し
ま
す
。
翌
お
日
は
午
前
日
付

時
頃
出
発
し
三
時
ご
ろ
帰
る
予
定
で

事

'

告

す
。

・

ιf
-匂札
M
B
J
M
ζ

ー

タマ一
必然，
γ

ト
二

L
KW弘
d

，E烈
朝
日
二

円

、
脱
鶴
川
¥
一
ま
い

が
問
題
J

て

-h

嗣
阪
開
ι

一
4
4
g

に
一
回
も
ツ
反
B
C
G
接
種
を
受
け

た
こ
と
の
な
い
お
子
さ
ん

マ
受
付
時
間
各
日
共
午
後

1
時
1

2

時
ま
で
。

施布酋 方上 片
松倉 ぬ上中 神天 {τE主5 村木 大 1111 

校下n 貝 1ST 4費

88  8 8 8.7 8 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 
月

月月 月月 月月 月月 月月 月月 月月 月月 月月 月月
9 7 8 6 231 130 2624 2523 2422 1210 119 108 

日
日目 日日 日日 日目 日目 日日 日目 日目 日日 日目

ツ B幼 ツ B幼 "/ B幼 ツ B幻J ツ B幻J ツ B幼 ツ B幻J ツ B幼 ツ ByJ) ツ B幼
C C C C C C C C C 反C 会
反G倹 反 G検 反G検 反 G検 反 G検 反G検 反C検 反 G検 反 G検 反 G検

校小学総西布
小上 小片 タ望書生

民館公上K中A 
公ヲミ 公{主

ホ|背少
公魚 ~ミ‘オs

学校野方 校学貝
|セ活

館民神 館民吉 民自官i準 民館ぬ ー也
ン改 ム年

右 右 右 右 右 右 児 4i鵡 右 右 一 満

聖嫡書5 1 
オ児同 同 同 同 l司 同 才 2 同 同

- 11-

胃
の
検
診

受
診
希
望
者
は

7
月
日
日
ま
で
生
活

環
境
課
へ

申
込
み
く
だ
さ
い
。
一
会

場
印
名
程
度
が
限
度
で
す
。

マ
7
月
お
白
川
W
H
H
天
神
公
民
館

マ
7
月
ぬ
日
何

l
上
野
方
小
学
校

マ
受
付
時
間
午
前
9
時
i
午
前
日
時

料
金
二
百
円

⑧
胃
ガ
ン
検
診
を
受
け
ら
れ
る
方
は

当
日
朝
食
お
茶
煙
草
な
ど
百
し
上
ら

な
い
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。
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ぉ

日

勾

y

:
ら
れ
が
ぺ
必

せ
幼
顔
暴

無
料
法
律
相
談

金
沢
大
学
「
法
友
会
」
で
は
次
の
よ

う
に
無
料
法
律
相
談
所
を
ひ
ら
き
ま
す
。

民
事
関
係
一
般
、
借
地
借
家
、
農
地
、

親
族
、
相
続
、
金
銭
貸
借
、
訴
訟
一
般

交
通
事
故
な
ど
の
相
談
が
あ
れ
ば
、
こ

の
機
会
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

当
日
は
金
沢
法
友
会
の
大
学
生
、
弁

護
士
、
教
授
、
習
修
生
の
方
が
中
心
に

な
っ
て
相
談
に
あ
た
ら
れ
ま
す
。

マ
日
時

1
7月
お
日
午
前
9
時
初
分
か

ら
午
後
5
時
ま
で

マ
場
所

l
魚
津
市
役
所
三
階
大
会
議
室

身
障
者
の
海
浜
訓
練

身
障
者
の
機
能
訓
練
を
か
ね
て
、
次

の
よ
う
な
行
事
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
市
社
会
福
祉
課
福
祉

係
ま
た
は
、
各
協
会
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

海
浜
訓
練

場
所

7
月
日
日
制

宮
崎
海
岸

外
国
人
登
録
証
明
書
の
切
替

に
つ
い
て

市
民
課
で
は
、
昭
和
的
年
8
月
1
日

自
ら
日
月
初
日
ま
で
登
録
証
明
書
の
大

量
の
切
替
事
務
を
行
な
い
ま
す
の
で
、

切
替
に
該
当
す
る
方
に
は
「
切
替
勧
奨

用
は
が
き
」
を
送
付
し
ま
す
か
ら
、
漏

れ
な
く
確
認
申
請
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

7
月
は
愛
の
血
液
助
け
合
い

運
動
月
間

献
血
の
数
は
、
毎
年
増
加
し
て
お
り

ま
す
が
、
医
療
技
術
の
進
歩
に
よ
る
手

術
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
血
液
の
必
要

量
は
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
も
7
月
を
「

愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
」
の
強
調
月

間
と
し
て
全
国
的
に
展
開
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
市
民
の
健
康
を
守
る
た
め
、

こ
の
月
間
を
中
心
に
こ
の
運
動
を

一
層

強
力
に
進
め
る
と
と
も
に
、
次
の
よ
り

街
頭
献
血
を
行
い
ま
す
の
で
、
市
民
の

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

。7月
初
日
(
土
)
午
後
2
時
i
午
後

7
時
ま
で

電
鉄
魚
津
駅
前

。7月
初
日
(
金
)
午
後
2
時
1
午
後

7
時
ま
で

経
団
駅
前

巡
回
交
通
事
故
相
談

つ
ぎ
に
よ
り
巡
回
交
通
事
故
相
談
所

が
開
設
さ
れ
ま
す
か
ら
ご
利
用
く
だ
さ

iv 7
月
3
日
附
魚
津
県
民
相
談
室

7
月
口
日
榊

H

時
間
は
各
午
前

8
月
7
日

附

叩

時

か

ら

午

後

8
月
幻
日
附

3
時
ま
で

9
月
4
日
附

9
月
凶
日
附

11 11 11 11 

保
母
、
業
務
員
代
替

要
員
の
登
録

市
役
所
で
は
「
保
母
」
「
業
務
員
」

(
調
理
員
、
用
務
員
)
の
代
替
要
員
の

登
録
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

登
録
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
い
つ
で

も
市
役
所
総
務
課
又
は
社
会
福
祉
課
へ

申
込
み
く
だ
さ
い
。

A
雇
用
方
法
登
録
さ
れ
て
い
る
人
の

う
ち
か
ら
必
要
の
都
度
、
雇
用
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

A
賃
金

日
給
制
で
、
保
母
に
あ
っ
て

は
一
日
あ
た
り
一
、
八

O
O
円
程
度
、

業
務
員
で
は
一
、
五

O
O
円
程
度
で

す。

計
量
器
検
査

ω年
度
の
計
量
器
検
査
は
4
月
に
終

っ
て
い
ま
す
が
、
都
合
で
検
査
を
受
け

ら
れ
な
か
っ
た
方
の
だ
め
に
、
次
に
よ

り
計
量
器
の
検
査
を
実
施
し
ま
す
か
ら
、

未
検
査
の
は
か
り
等
で
営
業
用
に
使
用

の
方
は
、
必
ら
ず
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

一
、
検
査
日

7
月
口
日

午
前
日
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で

場
所
市
民
会
館
前

世
牢

昨
吋

吐
牢礼町玲

家
庭
に
お
け
る
手
軽
な
内
職
を
あ
っ
い

せ
ん
す
る
た
め
、
手
編
み
の
内
職
を
希
村

望
さ
れ
る
方
に
、
次
の
と
お
り
技
術
補
一
一

導
教
室
が
開
設
さ
れ
ま
す
の
で
、
受
講
い

さ
れ
た
い
方
は
お
申
し
込
み
〈
だ
さ
い
。
礼
町玲

一、
期
間

7
月
9
日
か
ら
8
月
8
日

玲

ま

で

の

う

ち

叩

日

聞

け

時

間

午

前

叩

時
1
午
後
3
時

村

会
場
魚
津
公
民
館
(
水
族
館
前
)
玲礼町

募
集
予
定
人
員
初
名

毒

講
習
内
容
製
図
、
実
習
、
か
ぎ
れ

針
編
、
ア
フ
ガ
ン
編
等
一
行

受
講
料
無
料
、
た
だ
し
、
テ
キ
れ

ス
ト
、
材
料
費
は
本
人
負
一
一

担

玲

携
帯
品
鉛
筆
、
ノ

l
ト
、
か
ぎ
け

針
、
ア
フ
ガ

ン
針
、
毛
糸
(
中
細
川

若
干
)
、
(
並
太

2
色
各
印
グ
ラ
リ

ム
)、

中

食

付

申
込
先
月
・
水
・
金
曜
日
に
市
持

役
所
市
民
相
談
室
内
内
職
料

相

談

コ

ー

ナ

ー

い

(
電
話
内
線
二
二
九
)
玲

内
職
手
編
技
術
補
導

教
室
の
開
催

三，ιt1B』、、
『〕，L: 、

第
三
四
四
号

休

日

診

療

医

マ
休
日
診
療
医
に
診
療
を
受
け
ら
れ

る
方
は
、
次
の
事
項
に
注
意
の
こ
と
。

①
診
療
時
間
は
当
日
午
前
9
時
i
午

後
5
時
ま
で
で
す
。
時
間
は
特
に
厳

守
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
時
間
以
外

の
診
療
は
か
か
り
つ
け
の
医
師
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

②
休
日
診
療
は
、
原
則
と
し
て
宅
診

(
当
番
医
の
診
療
所
)
で
行
な
い
ま
す
。

往
診
に
つ
い
て
は
当
日
診
療
施
設
が

必
要
に
応
じ
処
置
し
ま
す
の
で
当
番

医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

マ
7
月
7
日
日
H
H
沢
口
外
科
医
院
本

江
⑮
n
|
1
7
5
7

マ
7
月
比
日
日

1
晒
屋
医
院
友
道

@
n
|
0
4
9
0
 

マ
7
月
幻
日
日

l
魚
津
縁
ケ
丘
病
院

大
光
寺
⑫
n
l
1
5
6
7

マ
7
月
初
日
同

l
寺
崎
医
院
上
口
二

丁
目
⑫
幻
1
3
6
1
9
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更
生
保
護
相
談
日

7
月
日
日

午
前
日
時

i
午
後

3
時
ま
で

場

所

市

民

会

館

( 5月末)

2oo.75k附

7.9km 

世t1野数 12，096戸

人口(男) 23，030人

(女) 25，022人

計 48，052人

男女計

生 43人 38人 81人

亡 15 11 26 

入 66 62 128 

出 40 37 77 

市勢のうごき

市の而t((

海 岸 線

出

死

転

転

編
集
発
行
人

j掌

色

市

t=:n 
刷

魚
津
印
刷
株
式
会
社


